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2020 年 3 月 10 日 

未来社会協創推進本部 

 

未来社会協創構想アクション・プラン 

 

 

1. 地球規模の危機への対応 ～持続可能な Global Commons1へ～1
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2. 世界の分断・知の分断を乗り越える （分科会②） 

 

【アクション・プラン】 

 

イ) ゴール 

 日中の多数の学生の教育の場でもある東アジア藝文書院のグローバルな展開により、

世界の学生に多様な価値への寛容さを教育する 

 多様な価値を受け入れられる対話の場をグローバルに拡張する 

ロ) アクション 

 東アジア藝文書院を IARU2 加盟大学全体が参加するグローバルな教育プログラムに

スケールアップ 

ハ) アクション主体 

 東洋文化研究所、総合文化研究科、未来ビジョン研究センター 

ニ) 関連部局のご協力を仰ぎたい具体的アクション 

 東アジア藝文書院を IARU 教育プログラムとして推進するため、以下の 2 点につき、ご

協力を仰ぎたい 

① 東洋文化研究所・総合文化研究科の教員参加を組織として今後も支えていただく

と共に人文社会系研究科から教員が参加する可能性を模索すること 

② 上記三部局からの学部生・大学院生の参加も継続的に行われるよう支援の継続

を求めること 

ホ) タイムフレーム 

 令和 2 年 4 月の IARU 学長会議において提案し、各大学の同意を取り付けていく 

ヘ) 分科会での関連するアイデア 

 自分の頭で考え、知/価値の相対化、他者を尊重できる人材の育成、方法論・場を提

供 

 東アジア藝文書院、産学官民を巻き込んだ議論の場の提供 

 多様な価値を受け入れられる対話の場の構築 
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3. インクルーシブ・イノベーションの創出 ～Society 5.0 を超えて～ （分科会③） 

 

【アクション・プラン】 

イ) ゴール 

 キャンパスのファシリティ（施設関連）のみならず、ソフト面（制度や仕組み）において

エクスクルーシブとなっている課題を特定し改善する継続的活動スキームの構築。 

ロ) アクション 

 徹底的にインクルーシブなキャンパスの推進 

 インクルシーブ・キャンパス検討会の設置 

 キャンパス全体のインクルーシブネス向上のため、多角的な立場の意見をもとに現状

のキャンパスが抱える課題を抽出する。 

 また他施設、他大学などの事例を参考に、現在取り組んでいる活動において見落とし

ている課題を特定する 

 全学の取り組みとなっているジェンダーおよび地域におけるキャンパス構想との連携

も対象。 

ハ) アクション主体 

 IFI を取りまとめとし、下記主体の活動状況とのリンクを考慮する 

  - TSCP+学生委員会 

  - 施設部 

  - 教育学研究科 バリアフリー教育開発研究センター 

- 東京大学男女共同参画室 

- IARU（国際的な連携として IARU を活用） 

 関連する FSI アドバイザー（田口亜希様など）にご助言（乃至ご協力）いただく。 

ニ) 関連部局のご協力を仰ぎたい具体的アクション 
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全的に ンクル シブなキーンパス


